
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

式・
定義

0.00

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

0.00

評価項目の目標達成率の低い項目について、要因分析、調査から得られた課題を関係者が一体となって課題解決に向けて取り組む。
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26年度 27年度

　
成
果
参
考
指
標

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。

100.00

25年度

0.00

達成率

0.00

0.00 0.00

24年度
指標名

0.00

年度

目標値

式・
定義

実績値

23年度

当該年度計画策定1回＋中間期1回＋年度末実績1回＋外部機関
評価（各審議会）１回

実績値

達成率

5.00

％

回
4.00 4.00

24年度 25年度

4.00 4.00

事務事業の名称 農林水産関係振興プラン等の進行管理事務

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 農林水産総務課長　桑原　清文

施策Ⅰ－２－１　売れる農林水産品・加工
品づくり

電話番号 0852-22-5107

目
的

（１）対象 生産者、生産団体、県民、市町村

（２）意図
農林水産業の振興、農山漁村の活性化に向けた効果的な施策の展開及び進行管理の徹底により持続的に発展する島根の農林水産業・農山漁
村の実現を目指す。

4.00

目標値

　進行管理方法に従って、各プロジェクトの２５年度実
施状況から成果と課題を整理し、２６年度の実施計画・
行動計画に反映させた。また、プロジェクトの取り組み
状況を確認するため、各地域で農林水産ミーティングを
開催し、課題を抱えるプロジェクトを中心に意見交換を
行った。その結果、プロジェクト平成26年度目標に対
して概ね順調な達成率となった。

平成26年度は、評価項目の目標達成率５割未満が４%あった。

26年度 27年度
指標名 進行管理の回数

年度 23年度

平成20年3月に策定した「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画」の第2期戦略プラン（H24～H27）において、「分野連携・共通戦略プラン」5プロジェ
クト、「農業・農村戦略プラン」35プロジェクト、「森林・林業戦略プラン」24プロジェクト、「水産戦略プラン」12プロジェクトそれぞれで、県、各圏域
では市町村・関係団体・県が一体となって活動を展開。各プロジェクトにおいて設定している評価項目197項目について、効果的な施策の展開と徹底した進行管
理により目標を達成し、島根の農林水産業・農山漁村の発展を図る。

「分野連携・共通戦略プラン」5プロジェクト、「農業・農村戦略プラン」35プロジェクト、「森林・林業戦略プラン」24プロジェクト、「水産戦略プラン」12プ
ロジェクトにおいて設定している評価項目197項目について、平成26年度目標の達成状況は、達成が５４％、概ね達成（８割以上達成）以上が８０％であった。

うち一般財源（千円） 3,429 3,896

２６年度実績 ２７年度計画

事　業　費（b）（千円） 3,429 4,096

単位

4.00

新たな取組を評価項目としたものが達成率が低い。また、自然環境を起因に成果が上がらなかったもの
もある。

取組開始の障壁となっている要因を徹底分析。また、自然環境を起因としたものは徹底した調査を行
う。

％

4.00

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）


